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1. 検討経緯 

三重県では、河川法に基づき治水及び流水の正常な機能の維持対策を目的として、鳥羽河内ダ

ム建設事業を進めてきたが、国において「できるだけダムに頼らない治水」への政策転換が進められ、

「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」により、平成22年9月27日、ダム検証に関する「中

間とりまとめ」が国土交通大臣に提出された。同年 9 月 28 日には、国土交通大臣から、同省が新た

に定めた「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目（以下、「実施要領細目」とい

う。）」に基づき、「ダム事業の検証に係る検討」を実施するよう要請があった。 

本県では、この個別ダム検証の進め方に沿って、関係地方公共団体からなる検討の場として「鳥

羽河内ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」を設置し、関係地方公共団体の長か

らの意見聴取を行った。また、関係住民や学識経験者等からの意見聴取として、「パブリックコメント」、

「関係住民からの意見聴取」、「三重県河川整備計画流域委員会」を行った。 

全３回の検討の場を経てダム事業の対応方針（案）を作成し、三重県公共事業評価審査委員会

の意見を聞いたうえで、県の対応方針を決定した。 

表 1.1.1 鳥羽河内ダム建設事業検証検討に係る経緯 

年 月 日 内 容 

平成 22年 9 月 27 日（月） 
・「今後の治水対策のあり方について中間とりまとめ」策定 
・「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」策定 

平成 22年 9 月 28 日（火） 
・国土交通大臣から三重県知事へ「ダム事業の検証に係る検討」の
要請 

平成 24 年 8 月 9 日（木） 

・第１回鳥羽河内ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討
の場の開催 
（１．ダム検証の概要、２．流域の概要、３．鳥羽河内ダムの概要、
４．複数の治水対策案） 

平成 25 年 2 月 1 日（金） 

・第２回鳥羽河内ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討
の場の開催 
（１．鳥羽河内ダム建設事業の点検について、２．治水対策案につ
いて、３．流水の正常な機能の維持対策案について、４．鳥羽河内
ダム建設事業の検証に係る検討に関する意見募集について） 

平成 25 年 3 月 6 日（水）
～平成25年4月8日（月） 

・パブリックコメント 

（治水対策案の評価軸毎の評価、流水の正常な機能の維持対

策案の評価） 

平成 25年 3 月 27 日（火） ・関係住民からの意見聴取 

平成 25 年 4 月 26（金） 
・三重県河川整備計画流域委員会 
（流域の概要、ダム事業検証について、複数の治水対策案、複数の
流水の正常な機能の維持対策案） 

平成 25 年 5 月 10（金） 

・第３回鳥羽河内ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討
の場の開催 
（１．鳥羽河内ダム建設事業検証の進め方と経緯、２．治水対策案
の立案経緯、３．流水の正常な機能の維持対策案の立案経緯、４．
ダム検証に関する意見募集・聴取、５．治水対策案の目的別の総合
評価、６．流水の正常な機能の維持対策案の目的別の総合評価、
７．検証対象ダムの総合的な評価（案）） 

平成 25 年 6 月 24 日 ・三重県公共事業評価審査委員会の意見聴取 
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1.1. 鳥羽河内ダム建設事業の検証に係る検討 

検証に係る検討では、「実施要領細目」に基づき、「事業の必要性等に関する視点」のうち、「事業を

巡る社会経済情勢等の変化、事業の進捗状況（検証対象ダム事業等の点検）」に関して、流域及び河

川の概要、検証対象ダム事業の概要について整理したうえで、検証対象ダム事業等の点検を行い、事

業の妥当性について検証を行った。 

流域及び河川の概要の整理結果は２．に、検証対象ダム事業の概要の整理結果については３．に

示すとおりである。検証対象ダム事業等の点検については、総事業費、工期、堆砂計画など、計画の

前提となったデータについて点検を行った。その結果は、４．１に示すとおりである。 

次に、「事業の進捗の見込みの視点、コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点」から、治水・流水

の正常な機能の維持の目的別に複数の対策案を抽出・立案し、評価軸ごとの評価及び各目的別の評

価検討を行い、最終的に、検証対象ダムの総合的な評価を行った。結果は４．２から４．１０に示すとお

りである。これらの検討の概要を以下に示す。 

1.1.1. 治水 

複数の治水対策の立案では、「実施要領細目」で示された 26 の方策について、河川整備計画に

相当する計画規模を設定したうえで、これと同程度の目標を達成することを基本とし、流域における

適用性についての概略評価を行ったうえで、適用性の高い方策について、組み合わせを検討した。 

立案した対策案は「①ダム＋河道改修案（鳥羽河内ダム案）、②河内農地防災ダム嵩上げ案＋河

道改修案（河内ダム嵩上げ案）、③遊水地＋河道改修案（遊水地案）、④放水路＋河道改修案（放

水路案）、⑤河道改修単独案（河道改修案）、⑥穴あき（流水型）ダム＋河道改修案（穴あきダム案）

の６案とした。検討結果は、４．２から４．３に示すとおりである。 

６案の治水対策案について、７つの評価軸ごとに評価し、治水対策案の総合評価を行った。評価

結果は４．４から４．５に示すとおりである。 

1.1.2. 流水の正常な機能の維持 

検討にあたっては、治水と同様に「実施要領細目」に基づいて行った。 

複数の対策案の立案では、「実施要領細目」で示された 17 の方策について、河川整備計画に相

当する目標と同程度の目標を達成することを基本とし、流域における適用性についての概略評価を

行ったうえで、適用性の高い方策を立案した。 

立案した対策案は、①鳥羽河内ダム案 ②河内ダム嵩上げ案、③地下水・貯留複合案の３案と

した。検討結果は４．６から４．７に示すとおりである。 

３案の流水の正常な機能の維持対策案について、６つの評価軸ごとに評価し、対策案の総合評

価を行った。評価結果は４．８から４．９に示すとおりである。 

1.1.3. 総合的な評価 

各目的別の検討を踏まえ、さらに意見聴取結果を考慮し、鳥羽河内ダム建設事業に関する総合

的な評価を行った。評価結果及びその結果に至った理由は４．１０に示すとおりである。 

1.1.4. 費用対効果分析 

最適案に対する費用対効果分析について、「治水経済調査マニュアル（案）」等に基づき、入手可

能な最新データを用いて検討を行った。検討結果は４.１１に示すとおりである。 
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1.2. 情報公開、意見聴取等の概要 

「実施要領細目」の趣旨を踏まえ、本県において鳥羽河内ダム建設事業の検証に係る検討を以

下の枠組みにより検討を進めた。 

 

 

図  1.2.1 三重県における検証検討の進め方 
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（１） 鳥羽河内ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場 

「実施要領細目」に基づく、「関係地方公共団体からなる検討の場」は、検討主体である三重県と

関係地方公共団体の相互の立場を理解しつつ、検討内容の認識を深めることを目的として開催した。

全部で３回の会議を経て、鳥羽河内ダム建設事業の検討方針（素案）を得た。 

会議については、原則公開のもと、報道機関及び一般に公開し、会議配付資料・議事要旨・議事

録についても、会議終了後、三重県ホームページに公開した。 

結果は、５．１に示すとおりである。  

表 1.2.1 鳥羽河内ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場委員 

氏 名 役 職 等 

木田久主一 鳥羽市長 

土井英尚 三重県県土整備部長 

 

（２）パブリックコメント 

各目的別に複数の対策案を提示・目的別評価を行った段階で、ダム事業検証の検討内容につい

て県民等から意見を聴取するために、パブリックコメントを実施した。実施にあたっては、資料を三重

県ホームページに掲載するとともに、ホームページ以外でも県河川・砂防課、県志摩建設事務所、

市役所建設課、各連絡所に資料を備え付けて閲覧可能とした。また、これら意見募集の実施につい

て、マスコミへ資料を提供するなどして広く周知した。結果は、５．２に示すとおりである。 

 

（３）関係住民意見聴取 

県で進めているダム事業検証の内容について、鳥羽市において説明会を開催し、事業内容、検

証内容について説明するとともに、意見聴取を行った。 

実施にあたっては、三重県のホームページに掲載すると共に、新聞に掲載するなどして広く周知

した。 

結果は、５．３に示すとおりである。 

 

（４）三重県河川整備計画流域委員会 

「実施要領細目」に基づく、有識者により意見聴取は、三重県の今後の河川整備計画等のあり方

について助言や意見を述べる場である「三重県河川整備計画流域委員会」の各委員から行った。 

会議は、検証ダムの総合評価を行う前の段階に行い、治水及び流水の正常な機能の維持の各対

策案と評価軸評価に対する意見聴取を行った。 

会議は報道機関及び一般に公開した。また、会議配付資料・議事要旨・議事録についても、会議

終了後、三重県ホームページに公開した。結果は、５．４に示すとおりである。 
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表 1.2.2 三重県河川整備計画流域委員会 委員一覧（敬称略） 

委員  石井

いしい

 敦

あつし

 筑波大学生命環境系教授 

委員  河村

かわむら

 功一

こういち

 三重大学生物資源学部准教授（魚類・漁業) 

委員  北川

きたがわ

 禮澄

のりずみ

 元(社)淡水生物研究所 理事（水生生物） 

委員  木村

きむら

 京子

きょうこ

 三重県環境学習情報センター 環境学習推進員(鳥類) 

委員  葛葉

くずは

 泰

やす

久

ひさ

 
三重大学大学院生物資源研究科教授（水文） 

委員  武田

たけだ

 明 正

あきまさ

 三重大学名誉教授（植物） 

委員  冨 永

とみなが

 晃 宏

あきひろ

 名古屋工業大学大学院工学研究科教授（河川） 

委員  松尾

まつお

  直規

なおき

 中部大学工学部教授（河川） 

委員  渡辺

わたなべ

  寛

かん

 皇學館大学文学部名誉教授（歴史・文化） 

 

（５）三重県公共事業評価審査委員会 

三重県の対応方針（案）を「三重県公共事業評価審査委員会」に諮り、三重県の対応方針

を決定した。 

結果は、５．５に示すとおりである。 

 

表 1.2.3 三重県公共事業評価審査委員会 委員一覧 

委員  安食
あ じ き

 和宏
かずひろ

 三重大学人文学部教授 

委員  岩田
い わ た

 俊二
しゅんじ

 三重短期大学生活科学科教授 

委員  江崎
え ざ き

 貴
き

久
く

 鳥羽市エコツーリズム推進協議会会長 

委員長 葛
くず

葉
は

 泰
やす

久
ひさ

 三重大学生物資源学部教授 

委員  鈴木
す ず き

 宏
ひろむ

 技術士（建設部門、総合技術監理部門） 

委員  田中
た な か

 彩子
あ や こ

 医療法人誠仁会塩川病院理事長 

委員  南部
な ん ぶ

 美智代
み ち よ

 災害ボランティアネットワーク鈴鹿理事長 

委員  野地
の じ

 洋正
ひろまさ

 野地木材工業株式会社代表取締役 

委員  宮岡
みやおか

 邦
くに

任
ひで

 三重大学教育学部教授 

委員  森下
もりした

 光子
み つ こ

 農村女性アドバイザー 
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2. 流域及び河川の概要 

2.1. 流域の概要 

（1） 流域位置 

加茂川
か も が わ

流域は、三重県中東部の伊勢湾口に位置し、志摩
し ま

半島の先端部を占める鳥羽市
と ば し

に位置している。 

加茂川
か も が わ

流域が位置する鳥羽市
と ば し

は、南は志摩市
し ま し

、西は伊勢市
い せ し

とに接しており、市域は

東西 19.25km、南北 19.50km の内陸部と大小さまざまな島で構成され、市の総面積は

107.83km2であり、その約４割が加茂川
か も が わ

流域である。 

   

図 2.1.1 加茂川流域の位置図 

加茂川流域
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（2） 河川の概要 

加茂川
か も が わ

は、鳥羽市
と ば し

松尾町
まつおちょう

の浅
あさ

間山
ま や ま

（標高約 200m）より源を発し、途中鈴
すず

串
くし

川
がわ

、白木
し ら き

川
がわ

、

鳥羽
と ば

河
こう

内川
ち が わ

、落口
おちくち

川
かわ

を合流し、伊勢
い せ

湾
わん

に注ぐ、流路延長約 8.5km、流域面積 43.3km2の

２級河川である。 

また、鳥羽河内ダムの建設が予定される支川鳥羽
と ば

河
こ

内川
うちがわ

は、鳥羽市
と ば し

西部より源を発

し、鳥羽市
と ば し

河内
こ う ち

町
ちょう

内を東に流下し、幹川である加茂川
か も が わ

へと注いでいる流路延長約 4.5km、

流域面積 15.6km2の河川である。 

加茂川流域に位置する法河川を表 2.1.1 に示す。 

表 2.1.1 加茂川流域法河川の一覧表 

下流端 右岸 左岸 合計

幹　　　川 右岸 鳥羽市松尾町ヒルモ1194番地の6ヒルモ橋

加　茂　川 左岸 同市同町同字1189番地

加茂川支川 右岸 鳥羽市船津町字下管谷122番地

落　口　川 左岸 同市同町字盆田120番地

加茂川支川 右岸 鳥羽市河内町字北山375番地

鳥羽河内川 左岸 同市同町字大河内340番地

加茂川支川 右岸 鳥羽市白木町字永田291番地

白　木　川 左岸 同市同町同字297番地の3

加茂川支川 右岸 鳥羽市松尾町字鈴串1095番地堅子路橋

鈴　串　川 左岸 同市同町字野名1093番地 

出典：「河川台帳」(三重県)

1,530 1,530 3,060 

河川名

4,510 4,510 9,020 

1,740 1,740 3,480 

加茂川への
合流点

加茂川への
合流点

加茂川への
合流点

流路延長（m）

8,471 8,471 16,942 

738 738 1,476 

上　　　流　　　端

区　　　　　　　　間

海に至る

加茂川への
合流点

 

落口川

加茂川

鳥羽河内川 白木川

鈴串川

 

図 2.1.2 加茂川流域法河川概要図 
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（3） 加茂川流域の地形 

加茂川流域は地体構造上西南日本外帯の北端にあり紀伊山脈が海に溺れる東端に当

たる。 

加茂川流域の西側は朝熊ヶ岳（標高 553m）を主峰に 500m 前後の山々からなり階

段状に高度を減じている。特に丸山（標高 290m）を含む 300～200m 級の緩斜面勾配

の発達が著しく、ここに源を発した鳥羽河内川が東流して加茂川に合流している。そ

のため、流域内の地形は、加茂川本川の左岸（西側）に山地が、右岸（東側）に丘陵

地が広がっている。加茂川の下流沿いには低地が分布している。 

加茂川流域の地形分類図を図 2.1.3 に示す。 

 

出典：「土地分類図（地形分類図）三重県」

　　　　　(昭和50年　経済企画庁)

 

図 2.1.3 加茂川流域の地形分類図 
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（4） 加茂川流域の地質 

加茂川流域の地質図を図 2.1.4 に示す。 

 

出典：「土地分類図（表層地質図）三重県」

　　　　　(昭和50年　経済企画庁)

 

図 2.1.4 加茂川流域の表層地質図 

 

凡 例 

：ダム堤体位置 

：流域界 

：河川 
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（5） 加茂川流域の土地利用 

加茂川流域の土地利用は、図 2.1.5 に示すとおりであり、約９割が山地である。 

 

図 2.1.5 加茂川流域の現況土地利用分類図 
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区分 面積 比率 備考
(km2) (%)

宅地 0.46 1.1 
水田 2.90 6.7 

畑地荒地 0.31 0.7 
水面 0.36 0.8 
山地 39.27 90.7 
合計 43.30 100.0 

海岸部の干拓部分の水面を含む。

昭和34年(1959年) 山地

水田

畑地荒地

宅地

水面

昭和34年

凡　　　例

：宅地

：水田

：畑地、荒地

：水面

無地 ：山地

参考）加茂川流域の土地利用変化 

加茂川流域の昭和 34 年当時の土地利用と現況土地利用を比べると、大きな変化は見

られない。 

・ 山地は、昭和 34 年当時も現在も流域の約９割占める。 

・ 宅地は、昭和 34 年当時は流域の 1%を占めるに過ぎなかったが、現在は流域の約

4%を占めている。昭和 34 年当時に比べ、宅地が占める割合は約４倍になってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.6 加茂川流域の昭和 34 年当時の土地利用分類図 
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参考）加茂川流域の土地利用規制 

 加茂川流域の土地利用規制図等を図 2.1.7～図 2.1.11 に示す。 

 

資料：｢三重県土地利用規制図(その 4)｣(平成 12 年 三重県地域振興部) 

図 2.1.7 加茂川流域の土地利用規制図 
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資料：｢三重県土地利用規制図(その 4)｣(平成 12 年 三重県地域振興部) 

図 2.1.8 保安林位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：｢三重県土地利用規制図(その 4)｣(平成 12 年 三重県地域振興部) 

図 2.1.9 砂防法に基づく指定状況図 
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資料：｢三重県土地利用規制図(その 4)｣(平成 12 年 三重県地域振興部) 

 図 2.1.10 自然公園法に基づく指定状況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：｢平成 15 年度 三重県鳥獣保護区等位置図｣(平成 15 年 三重県) 

図 2.1.11 猟区の設定状況図 
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（6） 人口及び世帯 

1）  鳥羽市の人口 

平成 22 年現在の鳥羽市の人口は約 21,500 人で、昭和 45 年以降減少傾向であり、近

年において急激な減少傾向を示している。世帯数については、平成 22 年現在 8,057 世

帯で、1995 年以降ほぼ変化がない。 

鳥羽市の人口・世帯数の推移は表 2.1.2、図 2.1.12 に示すとおりである。 

 

 

表 2.1.2 鳥羽市の人口・世帯数の推移 

昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年
1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010
6,603 7,011 7,683 7,865 7,961 8,566 8,413 8,167 8,057

総数（人） 29,462 29,346 28,812 28,363 27,320 26,806 24,945 23,067 21,435
男性（人） 14,156 14,149 13,915 13,636 13,038 12,753 11,783 10,855 10,086
女性（人） 15,306 15,197 14,897 14,727 14,282 14,053 13,162 12,212 11,349

4.46 4.19 3.75 3.61 3.43 3.13 2.97 2.82 2.66
出典：国勢調査結果報告書（鳥羽市HPより）
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図 2.1.12 鳥羽市の人口・世帯推移図 
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2） 加茂川流域内の人口 

平成 25年現在における町丁字別人口により推定した加茂川流域内人口は 4,058人で

あり、鳥羽市の約 19%となっている。昭和 60 年からの経年変化をみると、ほぼ横這い

であるが、近年はやや低下傾向となっている。 

 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

7,000 

1985 1990 1995 2000 2005 2010

人
口

（人
）

加茂川流域の人口経年変化

 

図 2.1.13 加茂川流域の人口経年変化図（国勢調査年のみ表示） 

 

表 2.1.3 加茂川流域内人口及び世帯数一覧表（平成 25 年鳥羽市住民基本台帳） 

男（人） 女（人） 計（人）

鳥  羽  地  区 鳥 羽 五 丁 目 156 140 296 141

大 明 西 町 275 305 580 250

船 津 町 328 368 696 277

若 杉 町 109 136 245 120

岩 倉 町 369 436 805 337

河 内 町 187 205 392 161

松 尾 町 414 457 871 317

白 木 町 88 85 173 65

1,926 2,132 4,058 1,668

加  茂  地  区

合計

加茂川流域内人口及び世帯数一覧表（平成25年4月末日現在）

地区名
世帯数
（世帯）

世帯人数
備考
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（7） 鳥羽市の産業 

鳥羽市の就業者数（15 歳以上）は 10,866 人であり、その構成については、第一次

産業が 12.2%、第二次産業が 16.7%、第三次産業が 65.3%となっており、第三次産業

の割合が高い。 

第三次産業の中では、本市の主要な産業である観光産業を含むサービス業の就業者

数が約半数以上を占めている。 

また、加茂川本川の中・上流部については、農業振興地域となっており、水田等の

農業が盛んに行われている。 

鳥羽市の産業別人口の構成は表 2.1.4 に示すとおりである。 

表 2.1.4 鳥羽市の産業別人口一覧表 

就業者数
（人）

割合
（％）

10866 100.0
　Ａ 農業，林業 119 1.1
　　うち農業 112 1.0
　Ｂ 漁業 1206 11.1

小計 1325 12.2
　Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業 12 0.1
　Ｄ 建設業 571 5.3
　Ｅ 製造業 1231 11.3

小計 1814 16.7
　Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業 33 0.3
　Ｇ 情報通信業 46 0.4
　Ｈ 運輸業，郵便業 414 3.8
　Ｉ 卸売業，小売業 1539 14.2
　Ｊ 金融業，保険業 122 1.1
　Ｋ 不動産業，物品賃貸業 68 0.6
　Ｌ 学術研究，専門・技術サービス業 127 1.2
　Ｍ 宿泊業，飲食サービス業 2206 20.3
　Ｎ 生活関連サービス業，娯楽業 346 3.2
　Ｏ 教育，学習支援業 380 3.5
　Ｐ 医療，福祉 720 6.6
　Ｑ 複合サービス事業 147 1.4
　Ｒ サービス業（他に分類されないもの） 538 5.0
　Ｓ 公務（他に分類されるものを除く） 414 3.8

小計 7100 65.3
627 5.8

出典：平成22年国勢調査産業等基本集計（総務省統計局）

第三次
産業

　Ｔ 分類不能の産業

区分

総数

第一次
産業

第二次
産業

 

第一次産業
12% 第二次産業

17%

第三次産業
65%

分類不能の

産業

6%

 

図 2.1.14 鳥羽市の産業別人口比率図 
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（8） 交通網 

1） 道路 

鳥羽市内の主要な道路としては、一般国道 42 号、167 号の他、県道が 5路線ある。鳥

羽市から国道 42 号、伊勢二見鳥羽ラインを経て伊勢自動車道伊勢 I.C までは約 10 分の

所要時間となっている。また、鳥羽河内川の北側の尾根には伊勢志摩スカイラインが通

っており、主要な観光資源の 1つとなっている。 

本市の主要な観測地点の交通量については、鳥羽駅に近い国道 42 号線の 24 時間交通

量は、約 22,000 台（平成 22 年度道路交通センサス：鳥羽３丁目地点上下合計）である。 

 

2） 鉄道 

鉄道は、JR参宮線と近鉄鳥羽線が伊勢市と鳥羽市を結んでいる。鳥羽駅より志摩方面

については、近鉄志摩線が国道 167 号と平行に通っている。本市の交通拠点である鳥羽

駅の乗降人数は、JR337 人/日、近鉄 1,881 人/日（2011 年三重県統計書）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.15 加茂川流域の交通状況図 
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（9） 観光資源 

加茂川流域内及び近傍には、図 2.1.16 に示す観光施設が位置している。特に、加茂川

流域の河口付近に位置する鳥羽水族館は観光客が多く訪れる施設である。 

また、加茂川流域の周辺には図 2.1.16 に示すような観光施設が位置している。 

１

２
�

３
３

４

５

６

①丸山庫蔵寺

②青峯山正福寺

③伊勢志摩スカイライン

④朝熊岳金剛證寺

⑤鳥羽水族館

⑥金毘羅宮鳥羽分院

：流域内

：流域近傍

No

No

No 名　称 所在地 概　　要 備　考

① 丸山庫蔵寺 河内町丸山 539
弘法大師ゆかりの寺として厚い信仰
を、多くの文化財を有する。

② 青峯山正福寺 松尾町 753
海上守護の霊峰として全国の漁業者
の信仰を集めている。

③ 伊勢志摩スカイライン
朝熊岳を縦走するドライブウェイで
伊勢と志摩を結ぶ。

④ 朝熊岳金剛證寺 朝熊町岳 548
伊勢神宮の鬼門を守る寺で神宮の奥
の院とも言われる。

流域近傍

⑤ 鳥羽水族館 鳥羽3-3-6
1955年に開館した規模内容とも日本
有数の水族館

流域近傍

⑥ 金刀比羅宮鳥羽分院 鳥羽2-12
鳥羽市街を一望する樋ﾉ山山頂にあ
り眺めが壮観である。

流域近傍

 

図 2.1.16 加茂川流域内及び近傍の観光施設位置図 
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（10） 文化財・遺跡・地史 

1）  文化財・遺跡 

 

表 2.1.5 に図 2.1.17 に加茂川流域内の文化財を及び加茂川流域内の遺跡を示す。 

加茂川流域には、多くの指定文化財や遺跡があり、古くから栄えた地域である事が

伺える。 

 

表 2.1.5 指定文化財一覧表 

指定
区分

種別 区分 名　　称 所在地 所有者等 指定年月日

国指定 有形文化財 建造物 庫蔵寺本堂(附厨子１基、棟札６枚)河内町丸山 539 庫蔵寺 大正9年4月15日
〃 〃 〃 庫蔵寺鎮守堂(附棟札５枚) 　　〃 〃 昭和31年6月28日
〃 民俗文化財 無形民俗 志摩加茂五郷の盆祭行事 松尾町、河内町町内 松尾、河内地下 昭和62年12月28日
〃 記念物 天然記念物 庫蔵寺のコツブガヤ（１本） 河内町丸山 539 庫蔵寺 平成5年1月20日

県指定 有形文化財 彫刻 木造三宝荒神像（１? ） 河内町丸山 539 庫蔵寺 昭和52年3月28日
〃 記念物 天然記念物 丸山庫蔵寺のイスノキ樹叢 　　〃 　　〃 昭和53年2月7日

市指定 有形文化財 絵画 庫蔵寺庫裡の板戸絵10枚 河内町丸山 539 庫蔵寺 昭和52年3月30日
〃 〃 工芸品 加茂神社の獅子頭及び天狗面 松尾町 753 加茂神社 昭和47年1月26日
〃 〃 書跡 庫蔵寺鎮守堂勧進帳 河内町丸山 539 庫蔵寺 昭和45年1月28日
〃 〃 〃 松尾文書 松尾町 644-3 松尾地下 昭和60年12月19日
〃 〃 建造物 青峯山正福寺大門 松尾町 519 正福寺 昭和47年5月24日
〃 〃 〃 青峯山正福寺石灯篭 　　〃 　　〃 〃
〃 民俗文化財 無形民俗 松尾の親取り子取り 松尾町 松尾地下 昭和60年12月19日
〃 記念物 史跡 田城城址 岩倉町 1107 九鬼岩倉神社 昭和45年10月8日
〃 〃 天然記念物 庫蔵寺かやの木 河内町丸山 539 庫蔵寺 昭和45年3月24日
〃 〃 〃 庫蔵寺境内の樹叢一帯 　　〃 　　〃 昭和45年8月28日
〃 〃 〃 加茂神社境内の樹叢一帯 松尾町 753 加茂神社 〃

出典：鳥羽市教育委員会
註） 指定文化財

文化財は大別して、有形文化財、無形文化財、民俗文化財、記念物、伝統的建造物群、埋蔵文化財、文化財の保存技術の７種類に区分される。
これらの文化財の中で、特に重要なものについては国や県および市町村が指定・選定を行って、指定文化財として保護の対象となる。
1.有形文化財
　　建造物、絵画、工芸品、彫刻、書跡、典籍、古文書、考古資料、歴史資料等の有形の文化的所産で史上、芸術上、学術上価値の高いものの総称。
　大きくは｢建造物｣と建造物以外の｢美術工芸品｣に区分される。
2.無形文化財
　　演劇、音楽、工芸技術、その他の無形の文化的所産で、歴史上または芸術上価値の高いもの。
　人間の｢技｣そのものであり、具体的にはその技を体得した個人または個人の集団によって体現される。
3.民俗文化財
　　衣食住、生業、信仰、年中行事等に関わる風俗習慣、民俗芸能及びこれらに用いられる衣服、器具、家屋、その他日常生活の中で生み出し、
　継承してきた有形、無形の伝承。
4.記念物
　　史跡、名勝、天然記念物に区分される。これらの中で特に重要なものを｢特別史跡｣、｢特別名勝｣、｢特別天然記念物｣に指定する。
5.伝統的建造物群
　　城下町、宿場町、門前町等の全国に残る歴史的な集落･町並みの中で、価値の高いものを選定し保存を行う。
6.埋蔵文化財
　　土地に埋蔵されている文化財で、遺跡と呼ばれるもの。
　不動産的な遺構（竪穴式住居跡等）と動産的な遺構（縄文式土器あるいは石器等)に区分される。
7.文化財の保存技術
　　文化財の保護のために欠くことのできない伝統的技術または技能で、保存の措置を講ずる必要があるものを選定保存技術として選定し、
　技術または技能の保持者及び保存団体を認定する。  
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① ②

③

④

⑤ ⑥ ⑦

⑧

⑨

⑩

⑪ ⑫

⑬

⑭

⑮ ⑯

⑰

丸山庫蔵寺

③

青峯山正福寺

：国指定文化財

：県指定文化財

：市指定文化財

志摩加茂五郷の盆祭行事

加茂神社

No
指定
区分

種別 区分 名　　称 所在地 所有者等

① 国指定 有形文化財 建造物 庫蔵寺本堂(附厨子１基、棟札６枚) 河内町丸山 539 庫蔵寺

② 〃 〃 〃 庫蔵寺鎮守堂(附棟札５枚) 　　〃 〃
③ 〃 民俗文化財 無形民俗 志摩加茂五郷の盆祭行事 松尾町、河内町町 松尾、河内地下
④ 〃 記念物 天然記念物 庫蔵寺のコツブガヤ（１本） 河内町丸山 539 庫蔵寺
⑤ 県指定 有形文化財 彫刻 木造三宝荒神像（１軀） 河内町丸山 539 庫蔵寺
⑥ 〃 記念物 天然記念物 丸山庫蔵寺のイスノキ樹叢 　　〃 〃
⑦ 市指定 有形文化財 絵画 庫蔵寺庫裡の板戸絵10枚 河内町丸山 539 庫蔵寺
⑧ 〃 〃 工芸品 加茂神社の獅子頭及び天狗面 松尾町 753 加茂神社
⑨ 〃 〃 書跡 庫蔵寺鎮守堂勧進帳等（３点） 河内町丸山 539 庫蔵寺
⑩ 〃 〃 〃 松尾文書 松尾町 644-3 松尾地下
⑪ 〃 〃 建造物 青峯山正福寺大門 松尾町 519 正福寺
⑫ 〃 〃 〃 青峯山正福寺石灯篭 　　〃 〃
⑬ 〃 民俗文化財 無形民俗 松尾の親取り子取り 松尾町 松尾地下
⑭ 〃 記念物 史跡 田城城址 岩倉町 1107 九鬼岩倉神社
⑮ 〃 〃 天然記念物 庫蔵寺かやの木 河内町丸山 539 庫蔵寺
⑯ 〃 〃 〃 庫蔵寺境内の樹叢一帯 　　〃 〃
⑰ 〃 〃 〃 加茂神社境内の樹叢一帯 松尾町 753 加茂神社

 

図 2.1.17 加茂川流域内の指定文化財位置図 
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（11） 加茂川流域の自然環境 

1）  気候 

加茂川流域の近傍に位置する鳥羽気象観測所における観測結果では、年平均気温15.6℃、

年平均降水量 2,343mm である。年平均降水量は、全国平均約 1,700mm と比較すると多い。

また、月平均の最高は 26.7℃（8月）であり、降水量は台風がよく襲来する 9月に多い。 
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図 2.1.18 鳥羽気象観測所の気象月別変化 
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図 2.1.19 鳥羽気象観測所の気象年別変化 
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2） 河川水の利用 

加茂川においては、特に中流部に河川沿いに水田が広がっており、これらの水田は

河川より必要な取水を行っている。現在、加茂川には４基の取水井堰が有り、取水井

堰等により約 27ha の水田のかんがい用水を取水している。 

鳥羽河内川においても、加茂川と同様に、河川沿いの低平地に水田が広がっている。

河川沿いの約 17ha の水田は、鳥羽河内川に設置されている３基の取水井堰等により

かんがい用水を取水している。 

河川を主体とした景勝地やイベント等は無いが、河岸は主に周辺住民の通勤・通学

などの生活道路として利用されている。また、散策にも利用されている他、夏には浅

瀬などで水遊び、魚取りが行われていたり、桜の咲く季節には、河川空間を利用して

花見などが行われたりしており、地域住民に潤いを与える身近な安らぎの場としても

利用されている。 

また、加茂川本川の中流部には、親水公園が整備されており、地域の人々が水に親

しむことができる場として利用されている。 

 

 

写真 2.1.1 鳥羽河内川の桜並木 

 

 

写真 2.1.2 親水公園 
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3） 加茂川の動植物の生息環境の概要 

加茂川は、源流である浅間山から、丘陵部、田園地帯を経て、河口の市街地に至る

まで多様な河川環境を有している。今後、これらの動植物の生息環境や自然環境等に

配慮した整備が重要である。 

 

加茂川の源流から白木川合流点に至る上流域は、シイ・カシ萌芽林等が分布する丘

陵地を蛇行しながら流下する自然豊かな河川となっている。川幅は狭く、川岸は土堤

あるいはコンクリート護岸で構成され、所々に

マダケなどの竹林やヤブツバキなどの樹林か

らなる河畔林を見ることができる。河床は転石

や砂礫からなり、瀬と淵が形成され、水際には

セキショウ等の湿性植物が生育している。水域

にはシイ・カシ等から落下した昆虫や水生昆虫

を採餌するオイカワ等の魚類のほか、甲殻類、

底生動物が生息している。 

写真 2.1.3 加茂川上流域の河道 

白木川合流点から鳥羽河内川合流点に至る中流域は、両岸に水田が広がる開けた田

園地帯となっている。かつては、大きく蛇行し河畔林に覆われた自然豊かな区間であ

ったが、現在は河川改修により、コンクリート

張り護岸で整備された直線河道となっている。

河床は砂礫からなり、瀬、淵が形成され、河道

内に発達した州にはツルヨシ等の湿性植物が生

育しており、サギ類の餌場・休息場となってい

る。水域には、流れが穏やかな水域を好むメダ

カやスナヤツメなど貴重な魚類を見ることがで

きる。 

写真 2.1.4 加茂川中流域の河道 

鳥羽市街地を流下する下流域は汽水域となっ

ており、川幅は広く、河岸はコンクリート張り

護岸により整備させている。水際にはヨシ群落

が育成した干潟が見られ、カキ等の付着生物や

ヤマトシジミなどの底生動物の生息の場となっ

ている。また、干潟はミサゴ等鳥類の採餌場と

なっており、市街地における貴重な自然環境と

なっている。 

写真 2.1.5 加茂川下流域の河道 
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図 2.1.20 加茂川筋の河川環境の概要 
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4） 鳥羽河内川の動植物の生息環境の概要 

 

流域内の最大支川である鳥羽河内川は、河畔林が発達しており、水衝部には大きな

淵が形成されるなど自然豊かな河川となっている。川幅は狭く、河岸は土堤あるいは

コンクリート張り護岸で構成された河道内には、ツルヨシ等の湿性植物が育成してお

り、初夏にはゲンジホタルを見ることができる。水域にはアユ、ウグイ等の魚類が生

息し、上流部から下流部にかけて産卵場が点在している。また、魚を餌とするカワセ

ミ等が飛来し、採餌場として利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.1.6 加茂川下流域の河道 
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図 2.1.21 鳥羽河内川筋の河川環境の概要 
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2.2.  治水と利水の歴史 

 

2.2.1.  近年の洪水被害 

表に、『水害統計』等より整理した加茂川水系の被害状況を示す。 

昭和 49年、昭和 51年、昭和 57年、昭和 63年、平成 3年、平成 4年に 10戸以上

の家屋が浸水した。 

表 2.2 水害統計等による既往水害一覧表 

年　　度 土木災害 一般災害 合　　計 死　者 床下浸水床上浸水農地冠水

被害額　 被害額 家屋数　家屋数　面　　積

（千円） （千円） （千円） （人） （戸） （戸） （ha）

S49 （1974） 31,391  18,194  49,585  40  

S50 （1975）

S51 （1976） 45,107  36,172  81,279  23  1  83  

S52 （1977） 54,540  2,760  57,300  20  

S53 （1978）

S54 （1979） 12,315  268  12,583  1  

S55 （1980） 13,718  13,718  

S56 （1981） 15,105  15,105  

S57 （1982） 158,347  73,050  231,397  1  53  

S58 （1983） 38,523  0  38,523  

S59 （1984）

S60 （1985） 83,950  935,225  1,019,175  

S61 （1986）

S62 （1987）

S63 （1988） 1,816,869  935,225  2,752,094  4  36  36  186  

H01 （1989） 49,723  49,723  

H02 （1990） 48,695  48,695  

H03 （1991） 144,226  49,063  193,289  17  13  7  

H04 （1992） 17,650  32,089  49,739  19  3  1  

H05 （1993） 24,000  24,000  

H06 （1994） 1  

H07 （1995） 58,825  58,825  

H08 （1996）

H09 （1997） 22,550  22,550  3  

H10 （1998） 61,009  61,009  5  1  2  

H11 （1999） 5,974  5,974  1  

H12 （2000） 16,380  16,380  1  

H13 （2001） 36,475  36,475  4

H14 （2002） 2  

H15 （2003） 21,000  21,000  

H19 （2007） 21,688  21,688  

H21 （2009） 30,400  30,400  

H22 （2010） 76,585  76,585  

出典：「水害統計」
但し、昭和63年の一般災害被害額については、三重県県土整備部河川・砂防課資料より（水害統計に記載無し）。
死者数は、三重県県土整備部河川・砂防課より、浸水戸数、浸水面積（農地）は鳥羽市への聞き取りにより

被害は土砂災害も含む

46  
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参考）水害被害状況 

昭和57年 8月 4日

S57  死者1名、床下5戸、床上59戸、農地冠水86ha

　台風10号は、昭和57年7月31日から8月2日にかけて毎時35kmの速度で本県東部海岸線をかすめ北上し、ほぼ
県下全域にわたって暴風雨をもたらせた。
　また、台風第10号及び台風第9号崩れの低気圧に刺激された前線の活動により、昭和57年8月2日午後10時頃
から降りは始めた雨は、同月3日にかけて県下全域に多量の雨をもたらし、特に南勢志摩地域は記録的な集中
豪雨となった。台風第10号とこれに続く集中豪雨により、中南勢・志摩地方を中心にほぼ県下全域にわたっ
て、甚大な被害を蒙った。
　・降水量(鳥羽)：総雨量461mm、最大１時間雨量103mm

出典：「昭和57年7月31日から8月3日にかけての台風第10号と低気圧による暴風雨と
　　　　大雨災害に関する要望」(昭和57年8月6日、三重県)

【昭和57年 8月洪水の気象概要】
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【昭和63年 7月洪水(梅雨前線)の気象概要】

S63  死者4名、床下31戸、床上167戸、農地冠水186ha

中日新聞

昭和63年 7月15日

　朝鮮半島から中国・四国地方を通って本州の南海上に伸びる梅雨前線が東へゆっくり進み、
14・15日に本県付近に停滞した。14日早朝から前線活動が活発化し、志摩半島を中心に局地的な
豪雨となった。この豪雨により鳥羽市岩倉、松尾町内の国道167号が約1kmにわたって冠水した。
また、加茂川が増水・氾濫し、４人が濁流にのまれ死亡した。家屋の浸水、田畑の冠水、がけ崩
れ、鉄道冠水等多くの被害が生じた。一方、北部では日中に激しく降った雨が昼過ぎに小康状態
となった。
　夜になると再び前線が活発化し、翌15日昼過すぎまで鈴鹿市など県北中部で激しい雨をもたら
し、家屋被害、がけ崩れ等の被害が生じた。
　・最大日雨量259mm、総雨量312mm、１時間最大降雨量：53mm

出典：「昭和63年災害の概況」(三重県総務部消防課)

参考）水害被害状況 
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鉄道冠水

家屋冠水

参考）水害被害状況 
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【平成 3年 9月洪水(秋雨前線及び台風18号による豪雨：09/18～09/20の気象概要】

H3  床下17戸、床上13戸、農地冠水7ha

伊勢新聞
平成3年 9月15日

伊勢新聞
   平成3年 9月19日

伊勢新聞
平成3年 9月20日

中日新聞
平成3年 9月21日

　日本の南海上を北上する台風18号に刺激され、本州付近に停滞していた秋雨前線が活発化し、18日夜
から19日朝にかけて全域で激しい雨に見舞われた。大宮町藤阪峠では、19日6時～7時の１時間に86mmの
記録的短時間雨量を記録したほか、各地で１時間に30～60mmの激しい雨が降った。総雨量でも、尾鷲で
537mmに達したのを最高に、東紀州から志摩半島を中心に300～400mm以上、その他の地域でも100mm以上
の大雨となり、熊野市で土砂崩れにより２名が死亡したほか、負傷者２名を出し、農林、土木関係でも
大きな被害を受けた。
　・最大日雨量158mm、総雨量326mm、１時間最大降水量59mm

出典：「平成3年災害の概況」(三重県総務部消防課)

 

参考）水害被害状況 
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道路冠水

鳥羽河内川

鳥羽河内川

農地冠水

床上浸水痕跡

 

参考）水害被害状況 
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【平成 4年 9月洪水(低気圧による大雨：09/29～09/30)の気象概要】

【平成 6年 9月洪水(台風26号による暴風：09/28～09/30)の気象概要】

H4  床下19戸、床上3戸、農地冠水1ha

床上浸水痕跡

H6  床上1戸

床上浸水痕跡

　9月29日から30日かけて低気圧が東シナ海から西日本を経て太平洋岸を通
過、別の低気圧が日本海中から北部へ進んだ。
　このため、県全域にわたり大雨となり、南勢地方で浸水被害があったほ
か、土木被害があった。
　・最大日雨量232mm、１時間最大降水量48mm

出典：「平成4年災害の概況」(三重県総務部消防

　平成6年9月17日21時に発生した弱い熱帯低気圧は、19日3時にグ
アム島の南西海上で台風26号となり、発達しながら北北西に進ん
だ。その後29日19時半頃には中心が和歌山県南部に上陸、近畿地方
から北陸地方を横断して日本海に抜け、30日15時に温帯低気圧に
なった。
　この台風の影響により、29日午後から30日未明にかけて、県内は
暴風域となり、津で日最大瞬間風速東南東48.7m/s(29日)、尾鷲で
同41.4m/s(29日)の風を記録し、29日の日降水量は宮川で449mm、粥
見で320mm、尾鷲で222mmなど県下全域暴風となった。
　・最大日雨量154mm、総雨量349mm、１時間最大降水量36mm

出典：「平成6年災害の概況」(三重県総務部消防課)

参考）水害被害状況 

（三重県総務部消防課） 
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【平成10年 5月洪水(前線の通過に伴う大雨)の気象概要】

H10  床下5戸、床上1戸、農地冠水2ha

伊勢新聞
�

平成10年 5月30日

　南海上の前線が北上し、28日夕から30日明け方にかけ大雨となった。
　・最大日雨量288mm、総雨量328mm、１時間最大降水量72mm

出典：「平成10年災害の概況」(三重県地域振興部消防防災課)

 

参考）水害被害状況 
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床上浸水痕跡

床上浸水痕跡

 

参考）水害被害状況 
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【平成13年 9月洪水(台風15号による暴風雨)の気象概要】

H13  床下4戸

伊勢新聞
 平成13年 9月12日

床下浸水痕跡

床下浸水状況

　台風は、10日日朝から夜にかけて東海沖を北東進し、11日09時30分頃神奈川
県鎌倉市付近に上陸した。
�

出典：「平成13年災害の概況」(三重県地域振興部消防防災
課)  

参考）水害被害状況 

【平成10年 5月洪水(前線の通過に伴う大雨)の気象概要】

H10  床下5戸、床上1戸、農地冠水2ha

伊勢新聞

平成10年 5月30日

　南海上の前線が北上し、28日夕から30日明け方にかけ大雨となった。
　・最大日雨量288mm、総雨量328mm、１時間最大降水量72mm

出典：「平成10年災害の概況」(三重県地域振興部消防防災課)
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2.2.2.  近年の渇水被害 

 

昭和 59 年～昭和 60 年及び平成 8年、平成 9年に渇水が生じている。 

 

【昭和59年　渇水被害状況】

朝日新聞　昭和59年11月8日

中部読売新聞　昭和59年11月8日

 

参考）渇水被害状況 
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【加茂川中学校付近】

【田城橋付近】

 

参考）渇水被害状況 
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【昭和60年　渇水被害状況】

読売新聞　昭和60年 2月10日

 

参考）渇水被害状況 
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【平成 8年 8月　渇水被害状況】

【平成 9年 2月　渇水被害状況】

【小野田橋上流地点】

【小田橋下流地点】

【小野田橋上流地点】

【小田橋上流地点】

【小田橋上流地点】

 

 

 

参考）渇水被害状況 


